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播種密度の相違がオーチヤードグラス、アル

フアルファ混播の初期生育に及ぼす影響

小阪進一・村山三郎・安井芳彦・楠 秀樹・神津牧夫(酪農学園大学)
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一般的に造成時における牧草の個体密度は、播種床の状態および雑草との競合との関係から、 ha

あたり 1，000万._2， 500万個体1)あるいは 2，000 _ 3， 000粒/nfの発芽個体数 5)が必要であろうとさ

れている。これらの密度は出来るだけ速やかに牧草率を高めかっ高い生産量を得るためのもの

であろうが、混播草地においては個々の草種特性が異なる乙とから、より複雑に影響しあうこ

とが予想され、その後の草種構成割合を決定する要因の一つになるものと思われるO

著者らは圃場実験において、播種密度の相違がオーチヤードグラスとアルフアルファ混播草地の

生産性および草種構成割合に及ぼす影響について、 1986年から継続して調査検討を行なっているのペ

本実験は、上記の圃場実験とほぼ同様な万法にてプランターを用いて実施し、初期生育段階におけ

る両草種の生育状況について単播条件と比較し、調査を行なったのでその概要を報告する。

材料および方法

試験場所は江別市文京台緑町 582番地酪農学園大学ポット試験場(コンクリート床〉で行なった。

供試土壌は洪積性粘土壌で、プランターは、縦58cmX横32cmX深さ17cmを使用した。草種は、オー

チヤードグラス品種へイキング(以下Orと略記)、アルフアルファ品種ソア(以下A1と略記)

である。

処理区はOrとAlの混播区(以下混播区と略記)、 Orの単播区(以下Or単播区と略記)お

よびAlの単播区(以下 Alの単播区と略記)を設け、また密度処理として 1nfあたりの播種粒数

で、① 500区(播種間隔42mmX 42回、 566粒/nf)、② 1，000区(播種間隔30皿X30皿、 1，109粒

/ rrl)、③ 2，000区(播種間隔22皿X22凹、 2，070粒/nf)、④4，000 rz: (播種間隔16mmX 16皿、

3，906粒/rrl)の4処理区を設け 3反復した。ただし混播区は OrとAlを等量混播し前述の粒数

にした。 1988年 6月3日に 2粒点播し、その後間引いて 1本仕立てとした。

基肥(5月30日)は、 10aあたり成分量で、窒素は混播区および Al単播区が 5kg、 Or単播区

が10kg、各区共通に燐酸は30kg、加里は10kg、炭カル 200kg (現物量)を施した。 1番刈り後の追

肥 (8月5日)は、窒素は混播区が 2.5旬、 Or単播区が 5旬、 Al単播区が1.25 kg、各区共通に

燐酸を 2.5kg、加里を 5kg施した。

刈取りは1988年 8月5日に 1番刈り、 9月15日に 2番刈りを行ない、 10月31日には堀取り調査を

なった。

調査はプランターの中央部 (30cmX 20c皿)調査区とし、草丈は 1週間毎に草種別に10個体測定し

た。各刈取り時には調査区内を高さ 5cmで、刈取り、収量を計りまたその中から無作為に10個体を抽

出し、個体当たり茎数および葉数、平均個体重を測定算出した。堀取り時には調査区内の全個体を

水洗いし、再生部(地際から2.5cm以上J、株部 o也際から 2.5侃まで)、根部(地際以下)に分け、
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それぞれの重量を計量した。

結果

1.草丈

草丈の推移は図 1に示したとおりである O

(cm) 

市

60 

j昆宿区Or ( cm) 

70 

単錯区Or

~品ι

一-500区
---1000区
--2000区
..4000区

〆戸S 声‘ミミ

日7/1 7ノ157，ノ2坦 Sノ19 9/2 9/15 9-匂 lIV710/21 (月/日〉
7/宮 7m  シ5 8-'12 8ノ26 9ノ宮 9ノ301s〆141s.-令官

117/15W V19MV15開即 710/21 (月/日〉
7ノ 87m  8〆58/12 8/26 9/ 9 9/淘lIv1411Y28

(cm) 

7日

混宿区白l (cm) 

70 

単治区白1

〆~三

関

一切} ノJ P.・・・ 4 

草 I ，，]， r 
40~ '.7..... I 

J.!! J 
丈却r/i/ .f/ 

泊~ ;'jI， '! ー… J
I .u  目."I .J  

1日ト"1
〆二言て

日7ノ1 7〆157/29 8-'19 9〆2 9ノ159々 31s/7 10/21 
7々 7在 日 8-'12 ら屯~ 9/9 9/30 11iY141s.-句(月/日〉

日
7〆 17，ノ157，剖 Sノ199/ 2 9ノ159/23 1日ノ 710/21 (月/日〉

7〆 87m  8ノ 58-'12ら'269/9 9ぺ沼 11iY141s.-旬

図1.草丈の推移

混播区 Orは、 1番刈り時では4_000区が低く、 2番草では 9月2日-2番刈り時まで、播種

密度が高くなるにともない低い草丈となり、とくに4.000区は顕著に劣った。 2番刈り以降は処

理区聞に大差はなかった。 Or単播区はほぼ混播区と同様な推移を示したが、混播区の 2番草で

示したような顕著な処理区間差はみられなかった。

混播区 Alは、 1番刈り時では 4，000区がやや低く、 2番草および2番刈り以降では若干であ

るが、 5∞区が他の区に比べ低く推移した。 Al単播区は、 1番刈り時、 2番草の後半および2

番刈り以降では 4，000区が低くなる傾向を示した。

混播区と単播区を比較すると、 Orは1、 2番草とも各処理区において単播区は混播区を上回

り、また播種密度が高い区ほどその差は大きくなる傾向を示した。 Alは1番草の生育中期にお

いて若干単播区が良好であったが、その他の時期では各処理区とも大差はなかった。

2. 個体あたり茎数

刈取り時および堀取り時における個体あたり茎数は図 2f乙示したとおりである。

Orは混播区および単播区ともに、各調査時期において播種密度が低い区ほど多く、 500区は

4，000区に比べ約 2-3本多い茎数であった。また混播区は単播区に比べ少なく、その差は 500

区で約 2本、他の処理区では約 1本であった。
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図2. 刈取り時および堀取り時における個体あたり茎数

混播区 Alは、各調査時期において播種密度が高くなるにともない少なくなる傾向を示し、 500

区が他の処理区に比べ多い茎数であった。 Al単播区は、混播区と同様な傾向を示したが、処理

区間差は僅かであった。また混播区と単播区との差は比較的少なかったが、掘取り時において混

播区が多い茎数を示した。

3. 個体あたり葉数 表 1. 刈取り時における個体あたり葉数

刈取り時における個体あたりの葉数
(枚/個体)

は表 1f乙示したとおりである。
草種 処理区 1番草 (8/5) 2番草 (9/15)

Orは混播区、単播区ともに、各番
500区 11. 8 9，2 

1000区 8.3 4，9 

オーチャードグ?ス 2000区 4.5 3.1 

草において、播種密度が高くなるにと 4000区 3.5 2，6 

混播区

もない少ない葉数を示し、 500区と
500区 379.6 231. 3 

1000区 270.1 138.8 

4，000区の差は単播区において大きか
7ル77Jv77 2000区 149，1 110，4 

4000区 101. 9 97.9 

った。混播区と単播区を比較すると、 500区 18.2 14.4 

いずれの処理区においても単播区の万
1000区 10，4 8，2 

オーチャードグ7J. 2000区 8，2 6.6 

4000区 5，9 4，8 

が多い葉数を示した。 単播区
500区 261. 5 165.0 

Alは混播区、単播区ともに、各番
1000区 149.5 109，9 

Tル77Jv77 2000区 97.6 105.8 

草において、播種密度が高くなるにと
4000区 84.2 88.9 

もない少ない葉数を示し、 500区と 4.000区の差は混播区において大きかった。混播区と単播区

を比較すると、いずれの処理区においても Orと逆に混播区が単播区を上回り、とくに 1番草の

500区および 1，000区でその差は顕著であった。

4. 風乾物収量
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じコ Or
匡冨 Al

;毘播ー区年合計の風乾物収量は図 3，乙示した ¥g/60Ocm')

とおりである。

混播区 Orは、 Al.'乙比べ極めて少

ない収量であったが、播種密度が高く

なるにともない減少した。混播区 Al

は1， 000区>500区三4，000区>2，000

区のJI頃となった。両草種を合計した混

播区の収量は、各処理区において9096

以上の高い草種構成割合を示レた Al

によって支配され、
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図3. 年合計の風乾物収量
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Alと同様な順位

となった。

Or単播区では、 4，000区でやや劣

ったが他の処理区聞に大差はなかった。

Al単播区は 1，000区>500区>2，000

区>4， 000区のJI頃となった。

混播区と単播区を比較すると、混播

区の Orは、単播区の 5-1796程度の

収量となり混播区が顕著に劣った。 Alでは混播区と単播区の収量差は、各処理区においてほと

んどみられなかった。

刈取り時における平均個体重

刈取り時における平均個体重は図 4に示したとおりである。
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Orは混播区、単播区ともに各番草において播種密度が高くなるにともない低い値を示し、し

かも混播区は各処理区において単播区の約 1/ 10の値であった。

Al も同様に、混播区、単播区ともに播種密度が高い区ほど平均個体重は低い値を示し、番草

別では 1番草が高い値となった。また、各処理区において混播区は単播区に比べ高い値を示し、

とくに500区および1.000区でその差は大きかった。

6. 堀取り時における部位別重量

堀取り時における部位別重量は表

2 ，乙示したとおりである。

表 2. 堀取り時における部位別重量(風乾物重)

Orは混播区、単播区ともに、各

部位において播種密度が高くなるに

ともない減少する傾向を示した。と

くに株部ではその差は明らかであっ

た。また混播区は単播区に比べ、各

部位において極めて低い値となった。

混播区 Alは、各部位において500

区が他の処理区に比べやや低い値を

示した。単播区 Alは再生部、根部

i昆燭区

単播区

草種 処理区

500区

1000区

トチャート.ゲラλ 2000区

40日日区

50日区

1000区

7ル771，77 2000区

4000区

500区

1日00区

オーチャードゲラ̂ 2000区

4000区

500区

1000区

Tル771，7ァ 2000区

4000区

再生部 株部

1.9 5.8 

1.4 2.8 

1.5 2.3 

0.9 1.0 

11.0 1.1 

13.2 8.4 

13.9 10.9 

12.1 10.0 

6.6 23.0 

1.4 18.1 

8.1 11.1 

5.2 12.9 

16.3 11. 9 

14.0 12.2 

14.4 12.3 

13.2 11. 8 

において播種密度が高い区ほど低い値となり、とくに根部で顕著であった。

また混播区は単播区に比べ、各処理区ともやや低い値となった。

考察

( g/600cm') 

根部 合計

8.4 16.1 

6.8 11. 0 

5.5 9.3 

3.8 5.1 

33.2 51.3 

40.6 62.2 

40.3 65.1 

38.1 60.8 

31. 0 60.6 

28.2 53.1 

26.2 52.0 

24.1 42.8 

51. 8 80.0 

46.1 12.3 

44.3 11. 0 

39.4 64.4 

播種密度の相違が OrとAlの初期生育に及ぼす影響は、両草種ともに混播、単播条件に関らず、

各調査項目において播種密度が高くなるにともない劣る傾向が認められた。

しかしながら、 Orの生育は単播区に比べ混播区は顕著に劣り、 Alは草丈、収量ではほぼ同等

であり、また葉数、茎数および平均個体重では混播区が単播区を上回る傾向がみられた。このこと

は、密度による影響もあるが、むしろ Alの初期生育速度および生育段階の有利性により Orが抑

圧されたためと考えられる。したがって Alと混播した場合、播種当年の Orにとって上記のよう

な不利な生育条件は、本試験区の低密度であっても避けられないものと思われる O

ただし、実際の圃場栽培条件下では、何らかの原因により初めから Orが優占したり、あるいは

造成初期では Alが高い割合で優占するものの、年次を経るにしたがい次第に Al率が低下する草

地が多いこと2)から、今後は播種当年の草種構成割合が、その後の利用段階の生産性にどのような

影響を及ぼすかについてさらに検討する必要があろう。
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